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奈良の古墳を巡る旅 旧石器時代に生きた人々を探る

佐倉市　平田　恭一郎 広報部会

歴博歴史の旅参加記

　１１月２８日から三日間、奈良の古墳を巡る旅

に参加した。

　柳本行燈山古墳と黒塚古墳

　最初の見学地西山古墳は４～５世紀に造られた

全国最大の前方後方墳で墳丘は３段、２段目以降

が前方後円墳の形をとり、その大きさに度肝を抜

かれる。次に山の辺の道を南下し、いずれも３～

４世紀の柳本行燈山古墳、櫛山古墳、渋谷向山古

墳、黒塚古墳を廻った。柳本行燈山古墳は崇神天

皇陵とされ、大型前方後円墳の系譜から見ると、

宗教的権威者（女王）の墓とされる箸墓古墳・西

殿塚古墳と、世俗的軍事的権威者（男王）の墓と

される茶臼山古墳・メスリ山古墳を統合した形態

をとっている。これは崇神天皇が聖俗合一の絶対

権力者（祭祀と軍事を司る最初の天皇）であった

ことを示すものであると、引率していただいた松

木武彦先生の説明である。黒塚古墳展示館では黒

塚古墳の竪穴式石室から出土した副葬品配置が示

され、出土品からみて被葬者は大陸と関係が深い

外交官の可能性が高いとのことであるが、出土し

た大量の三角縁神獣鏡はどこで製作されたのかふ

と考えてみた。

　唐古・鍵遺跡と纏向遺跡

　二日目、田原本町の歴史博物館で２世紀終わり

弥生時代の唐古・鍵遺跡のジオラマを見る。多重

の環濠を巡らした推定６００人が住むムラは全国

最大級で、環濠は防御のほかに洪水から集落を

守る役割をしているようだ。次に三輪山の麓、纏

向に移動し王宮跡と卑弥呼の墓と推定される最古

（３世紀中頃）の前方後円墳・箸墓古墳を観察する。

現在立入りが禁止されているが邪馬台国の謎を解

き明かすためにも発掘調査が望まれる。このあと

箸墓古墳を取り囲む勝山古墳・石塚古墳・矢塚古

墳・東田大塚古墳・ホケノ山古墳の五つの前方後

円墳を歩いて巡り足が棒になった。いずれも卑弥

呼の有力な臣の墓であるとのこと。

　古墳探検

　最終日、桜井市南方の丘陵地帯に点在する古墳

を巡る。３世紀後半の桜井茶臼山古墳では生い茂

る笹をかき分けながら後円墳頂に上がったり、６

世紀横死した祟峻大王の墓と比定されている方墳

の赤坂天王山古墳では這いつくばりながら横穴式

石室に潜り込んだりしてアドベンチャー気分を満

喫した。その後７世紀の文殊院西古墳、艸墓古墳

の横穴式石室に潜入し３日間、１６カ所にわたる

古墳の観察は終了した。

　為政者が権力を誇示する為このような巨大な古

墳が造営されたともいわれるが、古墳を巡ってい

くうちに造営目的、設計・測量技術、作業者の調

達使役、施工方法等々疑問点が次々と浮かんでき

た。これらの疑問点を解明すべくこれを機会に勉

強してみたいと思った。

　昨年３月にリニューアルオープンした第１展示

室 ｢最終氷期に生きた人々｣ をテーマにした展示

から日本人のルーツと生活を探ってみてはいかが

ですか。日本列島の旧石器時代はホモ・サピエン

スが日本列島への到達とともに始まり、その年代

は約３万７０００年前です。その仮説を立証するた

めにあるグループが、昨年の７月に台湾東部から

出発した５人乗りの丸木舟で約４５時間かけて沖

縄の与那国島に到着するこができたと報道されまし

た。しかし、当時と現在とでは気候や地形、風習な

どの違いを理解する必要があると思われます。

列島に到達した最初の人々

　第１展示室に入ると正面のボード（写真１）が

私たちを迎えてくれます。ホモ・サピエンスが日

本列島に到達し、北海道を除く本州・九州・四国

の全域に拡散した。日本列島の後期旧石器時代の

始まりである。彼らはどんな人々だったのかその

生活を見てみよう。

定住生活の始まり

　本格的な定住生活の開始によって人々は移動以

外の方法で様々な問題を解決する必要にせまられ

た。動植物利用技術の発達や計画的な土地利用、

生活規範の整備、呪術・祭祀の発達などの社会機

能化は定住生活によって促された。

旧石器時代の人々の生活

　第１展示室に入って最初に出会うのは、肩の高

さが約２.６ｍのナウマンゾウを中心とした ｢約

４万年前の南関東の風景｣ のジオラマである。旧

石器時代の人々の生活を描いた復元模型が続く。

｢皮なめし｣「石器づくり」「動物の狩猟と解体作業」

「落とし穴猟」「石蒸し調理」、どれも時間と手間

をかけて作った等身大の模型である。石器の資料

を並べただけでなく多くの人にその時代の生活の

姿を直接的に見て、理解してもらうための展示で

ある。石器時代人といえば上半身が裸との誤解が

あるが、まだ最終氷期のさなか、寒ければ寒いな

りの工夫をし、服には色も付けていた可能性もあ

る。

生活に必要な石器の製作

　｢石器づくり｣ では、石器を作っている大人と、

最終段階で失敗してべそをかいている少年の姿を

再現した模型がある（写真２）。実際の発掘現場

では造るのに失敗した石器も数多く出土してい

る、悔しかったろうな！そんな石器時代の人の思

いや生活を模型に描いた展示が設置されている。

実物の落とし穴

　横須賀市の船久保遺跡で、列状に配置された

４２基の土坑（動物の落とし穴か）が見つかった。

展示は、幅１ｍ、深さ１.５ｍの土坑の剥ぎ取り（薄

く切取った断面）で、その上部には獲物を仕留め

ようとするハンターの模型が設置されている。

第１展示室は、 最新の研究成果をもとに、

大幅にリニューアルされました。 ぜひ旧石器

時代の人々の生活を想像し、探ってみては？

新たな発見があるかもしれません。

黒塚古墳竪穴式石室模型

箸墓古墳全景

列島に到達した最初の人々（写真１）

生体復元模型が並ぶ・手前が「石器づくり」（写真２）

赤坂天王山古墳横穴式石室入口

歴博をあるく


